第６学年　道徳学習指導案
１　主題名　　本当の豊かさとは　【４－（４）社会奉仕・公共心】

２　資料名　　マザーテレサ（当時７０歳）の日本講演内容より

３　主題設定の理由
　（１）ねらいとする価値について
　　　　　優しさと思いやりの心をもって人と接したり、その心を受けとったりすることで、人は生きる喜びを味わう。物質的にどんなに豊かでも、心が貧しければ、それは本当の豊かさとは言えないだろう。資料に出てくる４歳の子どもの献身的な行動や奉仕の心について、子どもたちが考える中で、社会の一員として役立つすばらしさに気づかせたい。
　（２）子どもの実態について
        本学級の児童は、どの児童も、心の優しさや思いやりの気持ちをもっている。さらに、人のために何かをしてあげたい、役に立ちたいと思っている。しかし、勇気がなかったり、どのように行動したらよいのかわからなかったりして、行動できない児童が多い。時折、自分勝手で、自分さえよければいいというような言動が見られることもある。
　　　　児童はこれまでに、児童会主体で東日本大震災の義援金を集めたり、アフリカの子ども達のために、エコキャップ活動をしたりしている。わくわく（総合）では、老人介護施設（若葉の家）への訪問を体験し、自分の行動により、他の人を喜ばせる実感を味わっている。しかし、これらの活動は決められてやることが多く、自発的なものになっていないのが実際のところである。
　　　　そこで、奉仕の心について考えることで、だれに対しても優しさと思いやりをもって接することの大切さや社会の役に立つことに喜びがあることを改めて意識させ、困っている人やその人の気持ちに気づき、自分から進んで人のために行動しようという気持ちをもたせていきたい。

　（３）資料について
　　　　本資料は、マザーテレサの日本での講演の内容をもとにしたものである。人が生きていくには、人のためにという奉仕の心をもち、支え合って生きていくことが大切であるということをこの資料を通して、児童に考えさせていきたい。本時では、まずお金持ちの日本人が、海外旅行で余ったお金をマザーテレサに送る。そのお金をもらったマザーテレサの気持ちについて考える。ここでは、お金をもらってうれしいという気持ちと余ったお金をもらってもうれしくないという気持ちを対比させるようにする。
そして、講演でマザーテレサは、「豊かな国のあまったお金はいらない」と言い、４歳の子どもの話をする。その子どもは、砂糖が手に入らない時に、砂糖を使うのを我慢して、マザーテレサのところに届けた。マザーテレサは、そんな子どもの気持ちに心から感謝して、砂糖を受け取った。４歳の子どもは、どうして（自主的に）献身的な行動ができたのか考えることで、人の役に立つことの尊さに気づかせ、最後に、本当の豊かさとは何かを考えさせていくようにする。
４　本時のねらい

　　　４歳の子どもの（自主的な）行動から、人の役に立ちたいという思いを高める。
５　本時の展開

	
	学習活動・主な発問と予想される子どもの反応
	指導上の留意点

	導入
	１　インドの写真を見て、思ったことを発表する。
　①ストリートチルドレンの写真
　②マザーテレサの写真

・子どもが働いているなんてかわいそう。

・自分達は、学校に行けて幸せ。
	○写真を提示することで、インドの貧しい生活の様子を、浮かび上がらせるようにする。また、この状況がマザーテレサをインドにかりたてたことをおさえる。
○今の自分の生活と比べさせる。

	展開
	２　日本人から送られてきた手紙とお金を見たマザーテレサの気持ちを話し合う。

・貧しい人のために役立てることができるからうれしい。

　・「あまったお金」なんて、何かばかにされているみたいでいやだ。
３　マザーテレサが日本で講演したメッセージを提示し、読み聞かせる。

４　話し合う。(３人トーク→　全体での話合い)
・子どもたちに食べさせてあげたい。

・お母さんにお願いすれば、ぼくはいつでも食べられる。

・困っている人を助けたい。

・砂糖をあげて、困っている人を喜ばせたい。
・人のために、力になりたい。
５　人のためになることをした経験について話し合う。

・妹に、お菓子をわけてあげたら、妹が喜んだ。
・友達に消しゴムを貸したら、ありがとうと言われた。

・お風呂そうじを手伝ったら、お母さんにありがとうと言われてうれしかった。
	○想像できない児童には、自分だったらどんな気持ちになるか考えるように助言する。
○うれしい気持ちとうれしくない気持ちを板書で類別しながらまとめていくことで、マザーテレサの気持ちにせまらせる。
○３人トークをすることで、より多くの児童に自分の考えを言わせる。司会者を決めて行い、意見をまとめさせる。
○ある程度意見が出たところで、発問をもう一度言い、問い直すことで、より深く考えさせる。

○４歳の子の行動には、すごく思いやりが感じられるから、少しだけでもうれしいというマザーテレサの気持ちについてふれる。
○今までに自分がしたことだけでなく、今後の生活に生かしたいことについても考えさせる。
○みんなの役に立ちたいという気持ちを引きだす。

	終末
	６　若葉の家の訪問写真を見る。
・ぼくも、人のためになることをしていたんだな。
・他に何か自分にできることはないかな。
	○若葉の家の訪問時の写真を見せることで、心の中にある、人のために何かをしようという気持ちに気づかせ、高める。


６　本時の評価

４歳の子どもの（自主的な）行動から、人の役に立ちたいという思いを高めることができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ワークシート・発言）
あるお金持ちの日本人から、送られてきた手紙とお金を見たマザーテレサはどんな気持ちだったんだろう。





４歳の子は、どうして（自主的に）こんなことができたんだろう。





誰かのために、何かしたことはある？








